
新型コロナウィルス感染症 

(COVID-19)について （抜粋） 

一般社団法人 静岡市清水医師会 理事 

静岡県警察協力医会 副会長 

医療法人社団永仁会 吉永医院 理事長 吉永 治彦   

Updated on 2021/11/18 (since 2020/2/20) 



ワクチン効果・人流抑制（加えてウィルス自体
の遺伝子変化があったのか？）により第５波は
収束した。日本ではワクチン接種率が高く、変
異株に対しても重症化予防・感染予防効果があ
る（従来型に対してほどではないが）。 
しかし一方、海外での増加傾向＋入国時隔離の
緩和、くわえて６か月以降のワクチン効果の減
弱のため、第６波はくると想定しておくべき。 
第６波にそなえ、可能な限りワクチン３回目接
種を受けて頂くとともに、個人・組織での感染
防止対策を見直し、臨機応変に対応できるよう
に組織・地域の体制作りをお願いします。 



感染状況 
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重症化率 



静岡市 85% 

ワクチン接種状況 



イスラエルのデータ 

50 ÷ 3000 =0.016 
ワクチン２回接種済でも 
６～７か月後には（変異株 
に対して）１％程度は重篤化。 
ワクチン接種前は５％程度。 
 
インフルエンザの死亡率 0.1%程度 



イスラエルのデータ 

１月に２回目接
種した６０才以
上の人では、 
６か月後に
1000人のうち 
３人が 
感染した。 

１月に２回目接
種した６０才以
上の人では、 
６か月後に
1000人のうち 
0.3人が 
重篤化した。 



後遺症 



ワクチン３回目接種 
２回のワクチン接種は変異株に対しても効果があった。 
 
 ⇒ 従来株： 重症化予防 〇 感染予防 〇 
 
 デルタ株： 重症化予防 〇～△ 感染予防 △ 
 
最近のデータよりわかってきたこと 
 
（１）感染者数が増えれば２回接種済でも重症者の割合増加。 
 
（２）後遺症の頻度が思ったより高く、若年でも稀ではない。 
 

これらを考慮すると、ワクチン３回目接種が望ましい。 
 

高齢者・エッセンシャルワーカーは出来るだけ接種して下さい。 

３回目接種後は２回目と同程度の副反応が予測されることを考慮して判断。 



ワクチン３回目接種 
ワクチン３回目接種を受けるかどうか、その時期や
種類（交差接種：モデルナ→ファイザー、ファイザー→モデ

ルナ）について判断に迷うようであればご相談下さい。 
 
抗体価の検査を受けて参考にすることもできます。 
（採血してスパイク蛋白に対するIgG抗体を定量検査。
スパイク蛋白を標的としない抗体検査は不可。キッ
トは不可。） 
ただし、抗体が低いからといって、必ずしも感染するとは限

りません。ヒトの免疫は抗体（液性免疫）の他に、細胞性免

疫があり、実は後者がより重要で、細胞の記憶により感染後

にすみやかに抗体を作り出すことができるためです。残念な

がら細胞性免疫を簡便に定量的に検査することはできないの

で、抗体検査を参考としているのです。 



当院の核酸検出検査件数の推移 



当院で診断した患者数の推移 



ともかく電話をかけてから受診すること。 

・高齢者や基礎疾患の重い患者を多く診ている医療機関では 

発熱者は新型コロナウィルス感染が疑われるため診れない。 

・発熱対応医療機関も、定期通院患者を守るため、 

場所と時間を区別している（ゾーニング）。 

当院の場合、発熱外来は午前11時～12時・午後5時～６時 

発熱のない定期通院の患者さんも、現在は完全予約制。 

（当院受診時に感染者と会わないようにするための措置） 
 

受診時の注意 



（１）マスク着用（ユニバーサルマスク） 
 
（２）手指清潔の徹底 
洗っていない手で口・鼻・目をさわらない！ 
石鹸でのまめな手洗いが最優先で、アルコール消毒
は手が洗えない場合に使用する。自分用の消毒用ア
ルコールボトルを携帯することもおすすめ。 

 
（３）３密の回避 
 

予防策の再徹底 個人の対策 



（１）３密の回避（テレワーク活用継続） 
 
（２）来客用消毒薬の確認と使用徹底 
 

（３）物品消毒薬の確認と消毒徹底 
 
（４）共用物品を減らす 
 
（５）換気の徹底 
 
（６）職員の体調不良時と軽快後の対応 

予防策の再徹底 環境・集団対策 
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